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　はじめに

マルサヨリ Hyporhamphus dussumieri Valencie-

nnes, 1847は体長 30 cm程度に達するサヨリ科魚
類である．西太平洋の熱帯域に多く分布し，同海
域の島嶼域や珊瑚礁域においては最も一般的なサ
ヨリ科魚類とされ，曳網などで漁獲され，干物な
どにして食用とされる（Collette, 1999）．日本国
内においては琉球列島に多産する．沖縄島におい
ては定置網や刺網，釣りなどで漁獲され，「ゆし
ばゆー」と称され，市場に並べられる（具志堅，
1972； 益 田 ほ か，1975； 吉 野，1984； 三 浦，
2012）．鹿児島県において，マルサヨリは奄美群
島からは複数例の記録があるものの（例えば佐々
木，2014；Nakae et al., 2018；森下，2018），大隅
諸島以北においては口永良部島における記録があ
るに過ぎなかった（木村ほか，2017）．

2017年 11月 23日，種子島南部東岸に位置す
る竹崎漁港において，1個体のマルサヨリが第 2

著者により釣獲された．本標本は種子島における
本種の標本に基づく初めての記録となるため，こ
こに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Collette and Su (1986)にした

がった．標準体長は体長と表記し，体各部の計測
はデジタルノギスを用いて 0.1 mmまでおこなっ
た．マルサヨリの生鮮時の体色の記載は，固定前
に撮影された種子島産標本（KAUM–I. 110167）
のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，
および固定方法は本村（2009）に準拠した．本報
告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館に
保管されており，上記の生鮮時の写真は同館の
データベースに登録されている．本報告中で用い
られている研究機関略号は以下の通り：FAKU（京
都大学）；FRLM（三重大学大学院生物資源科学
研究科水産実験所）；KAUM（鹿児島大学総合研
究博物館）；NSMT-P（国立科学博物館）；YCM（横
須賀市自然・人文博物館）．

　結果と考察

Hyporhamphus dussumieri Valenciennes, 1847

マルサヨリ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 110167, 体長 263.1 mm，鹿児
島県種子島南種子町竹崎漁港（30°22′15″N, 

130°57′31″E），水深 5 m，2017年 11月 23日，釣り，
鏑木紘一．

記載　背鰭 16軟条；臀鰭 14軟条；胸鰭 11軟条；
腹鰭 6軟条；第 1鰓弓上の鰓耙数 8 + 31；第 2鰓
弓上の鰓耙数 5 + 27；背鰭前方鱗数 39．
体各部の体長に対する割合（%）：下顎長（下

顎先端から上顎先端までの距離）21.9；頭長
22.0；胸鰭長 13.4；胸鰭基底上端から腹鰭起部ま
での距離 43.2（腹鰭起部から尾鰭基底中央までの
距離の 118.2%）；腹鰭起部から尾鰭基底中央まで
の距離 36.6；背鰭基底長 14.6；臀鰭基底長 10.3；
吻長 8.3；眼窩径 5.9；骨質眼隔域幅 6.0；上顎長 4.1

種子島から得られたマルサヨリ
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（上顎幅の 75.8%）；上顎幅 5.4；眼の先端から涙
骨先端までの距離 3.2（眼窩径の 54.5%；上顎長
の 78.9%）．
体は前後方向に長い円筒形．体背縁は吻端か

ら胸鰭上方にかけて極めて緩やかに上昇し，そこ
から背鰭起部にかけてはほぼ直線状を呈し，体軸
とほぼ平行となる．背鰭起部から尾鰭基底上端に
かけての体背縁は極めて緩やかに下降する．下顎
先端から吻端直下にかけては体背縁，体腹縁とも
に直線状を呈し，体軸とほぼ平行．体腹縁は吻端
直下から胸鰭後方にかけて極めて緩やかに下降
し，そこから腹鰭起部にかけてはほぼ直線状とな
り，体軸と平行となる．腹鰭起部から尾鰭基底下
端にかけての体腹縁は極めて緩やかに上昇する．
胸鰭基底上端は鰓蓋後端よりもわずかに後方に位
置する．胸鰭後端は尖り，腹鰭起部には達しない．
胸鰭の上縁，後縁，および下縁はほぼ直線状．胸
鰭は最上の 1軟条のみ不分枝．腹鰭起部は背鰭起
部よりも前方に位置し，たたんだ腹鰭の後端は肛
門に達しない．腹鰭は最前の 1軟条のみ不分枝．
背鰭起部は臀鰭起部よりも前方，背鰭基底後端は
臀鰭基底後端よりもわずかに後方にそれぞれ位置
する．背鰭背縁は起部から第 3軟条後端にかけて
上昇し，そこから湾入しながら下降する．背鰭は
前部の 3軟条のみ不分枝．臀鰭起部は背鰭第 5軟
条起部直下に位置する．臀鰭は前部の 2軟条のみ
不分枝．尾鰭は二叉型で深く湾入する．尾鰭両葉
の後端はやや丸みを帯びる．尾鰭上縁と下縁はそ
れぞれ上下方にわずかに膨出する．尾鰭後縁は丸
みを帯びる．尾鰭下葉は上葉よりも明らかに長い．
肛門は正円形を呈し，臀鰭起部前方に位置する．
下顎は著しく長く，縦扁し，板状を呈する．下顎

先端から上顎先端までの長さは頭長の 99.4%．下
顎先端部はわずかに下方に膨出し，丸みを帯びる．
下顎は上顎によって被われる部分の外縁部に小円
錐歯が密生する．上顎は縦扁し，板状を呈し，先
端は尖る．上顎は短く，上顎幅の 0.76倍．上顎
には外縁部に小円錐歯が密生する．鋤骨と口蓋骨
は無歯．涙骨は強く側扁し，眼と口裂後端を隔て
る．涙骨側面には眼前管がある．眼前管は後方に
分枝をそなえ，T字状を呈する．眼窩，眼，およ
び瞳孔はいずれも前後方向にわずかに長い楕円
形．眼隔域は平坦．鼻孔は眼の直前に位置し，前
後方向に長い楕円形．鼻孔内に 1本の短い皮弁が
ある．鼻孔後縁に骨質隆起縁がある．体は円鱗に
被われる．背鰭前方鱗は吻端まで被う．頭部側面
は無鱗．下顎は一切被鱗しない．側線は胸鰭基底
下端から始まり，下方へと伸長し，体腹縁付近で
後方に屈曲し，尾柄部腹縁に達する．

色彩　生鮮時の色彩―体背面から体側上部に
かけては黒色を呈し，体側中央から体腹面にかけ
ては一様に銀白色．鰓蓋後方から尾柄中央にかけ
ての体側中央に瞳孔よりも細い 1本の緑色縦帯が
ある．側線は黒色．下顎背面は黒色を呈し，側面
は灰白色．下顎先端部の膨出部から下顎腹面にか
けては鮮やかな赤色．胸鰭と腹鰭は白色半透明を
呈し，各軟条には黒色色素胞が散在する．背鰭は
一様に白色半透明を呈し，縁辺部は黒色．臀鰭は
一様に白色半透明を呈し，黒色色素胞はない．尾
鰭は一様に白色を呈し，上葉の縁辺部は黒色．下
葉の縁辺部は黒色を呈し，上葉のものよりも淡い．
虹彩は銀白色を呈し，瞳孔は青みがかった黒色．

分布　インド・西太平洋の熱帯域に広く分布
する（Collette and Su, 1986; Collette, 1999；藍沢・

Fig. 1. Fresh specimen of Hyporhamphus dussumieri (KAUM–I. 110167, 263.1 mm standard length, Tanega-shima island, Osumi Islands, 
Kagoshima Prefecture, Japan).
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土居内，2013）．日本国内においてはこれまで，
高知県以布利，大隅諸島口永良部島，奄美群島奄
美大島・与論島，および沖縄県から記録されてお
り（藍沢・土居内，2013；吉郷，2014；佐々木，
2014； 木 村，2017; Nakae et al., 2018； 森 下，
2018），本研究において大隅諸島種子島における
分布が確認された．

備考　種子島産標本は，下顎が長く，下顎先
端から上顎先端までの長さが頭長の 99.4%であ
ること，鼻孔内に 1本の短い皮弁があること，胸
鰭から体腹縁にかけて伸長する側線が 1本である
こと，吻部背面に鱗があること，および鼻孔後縁
に骨質隆起縁が発達することなどが Collette 

(1999)によって定義された Hyporhamphus属の特
徴とよく一致した．また記載標本は上顎が尖り，
胸鰭基底上端から腹鰭起部までの距離が腹鰭起部
から尾鰭基底中央までの距離の 118.2%であるこ
と，第 1鰓弓上総鰓耙数が 39であること，上顎
が短く，上顎幅の 75.8% であることなどが
Collette and Su (1986), Collette (1999)，および藍沢・
土居内（2013）の報告した H. dussumieriの標徴
とよく一致したため，本種に同定された．
冨山（1934）は台湾・台北から得られた本種

に対し和名マルサヨリを提唱すると同時に，本種
の分布域に琉球列島を含めた．その後，マルサヨ
リは沖縄島（Collette and Su, 1986；吉郷ほか，
2001；鳥居ほか，2011），石垣島（Tachihara et al., 

2003），および与那国島（Koeda et al., 2016）など，
沖縄県内各地から報告されている（吉郷，2014）．
また，御所（2001）は高知県土佐清水市以布利か
ら得られた体長 12.4 cmの 1個体（FAKU 65156）
を報告しており，これが本種の分布記録の北限と
思われる．
鹿児島県内において，マルサヨリは以下の通

り，口永良部島，奄美大島，および与論島から報
告されている：藤山（2004）は奄美大島近海から
得られた本種の写真を報告した；佐々木（2014）
と森下（2018）は与論島から得られたマルサヨリ
2個体（FRLM 42994, 80.4 mm，KAUM–I. 51232，
体長 79.9 mm）を報告した；木村ほか（2017）は
口永良部島近海から得られた本種 1個体（FRLM 

53471，体長 68.7 mm）を報告した；Nakae et al. 

(2018)は奄美大島近海から得られた 5個体（BSKU 

6949, NSMT-P 131258, KAUM–I. 37524, YCM-P 

39392, 39395）のマルサヨリを報告した．
マルサヨリの種子島における分布記録はなく，

同地域の魚類相を報告した鏑木（2016）にも含め
られていない．したがって，本研究において記載
をおこなった種子島産標本は本種の大隅諸島にお
ける初めての記録となる．
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